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社会科学習指導案
平成２３年１１月１７日（木）５校時

指導学級 １年 ３組
（男18，女18，計36名）

授業会場 １階ホール
指導者 小山 紘明

１ 単元名 ｢ アフリカ ｣（中学生の地理 帝国書院）

２ 単元の目標
(1) アフリカに暮らす人々の生活に関心を持ち，課題に意欲的に取り組んでいる。
(2) アフリカの地域的特色を，環境条件や人々の営みと関連付けて多面的・多角的

に考えるとともに，その地域的特色を適切にまとめ，表現しようとしている。
(3) 地図や統計，映像資料などの様々な資料を適切に読み取ったり，分かった内容

を白地図などにまとめたりしている。
(4) モノカルチャー経済下の人々の生活を通して，アフリカの地域的特色や地域の

課題を理解しようとしている。

３ 単元の評価規準
社会的事象への

関心・意欲・態度
社会的な

思考・判断・表現
資料活用の技能

社会的事象について
の知識・理解

①アフリカに暮らす
人々の生活の様子
を的確に把握でき
る主題を基に，ア
フリカの地域的特
色に対する関心を
高め，それを意欲
的に追究して，と
らえようとしてい
る。

②アフリカの地域的
特色を，アフリカ
に暮らす人々の生
活の様子を的確に
把握できる主題を
基に，多面的・多
角的に考察し，そ
の過程や結果を適
切に表現しようと
している。

③アフリカの地域的
な特色に関する，
様々な資料を収集
し，収集した資料
からアフリカの地
域的特色について
有用な情報を適切
に選択している。

④適切に選択したア
フリカに関する情
報を基に，地域的
特色について読み
取ったり，図表な
どにまとめたりし
ている。

⑤アフリカについて,
そこに暮らす人々
の生活の様子を的
確に把握できる主
題を基に，地域的
特色を理解し，そ
の知識を身に付け
ている。

４ 単元について
(1) 題材について

本単元は，新学習指導要領社会科地理的分野の２内容の(1)世界の様々な地域の
ウ｢世界の諸地域｣(ｳ)アフリカを指導内容として構成したものである。

新学習指導要領で｢世界の諸地域｣については，各州に暮らす人々の生活の様子を
的確に把握できる地理的事象を取り上げ，設定した主題を基に，それぞれの州の地
域的特色を理解させることを目的としている。主題については，州の地域的特色が
明確となり，かつ我が国の国土認識を深める上で効果的であるという観点から設定
することとされている。

人類発祥の地とされるアフリカは，北緯37度から南緯35度付近に位置し，今や54
か国を数え,世界人口の15％近くを占め,アジアに次ぐ人口爆発地域となっている。
そのアフリカは，乾燥した地域が広がり，アラビア語を話し，イスラム教を信仰す
る人々が多く生活する北アフリカと，サハラ砂漠以南の広大な中・南アフリカとで
はその地域的特色も異なる。ヨーロッパ人との接触前の中・南アフリカは，サハラ
砂漠をはさむ南北(黄金)貿易や農業を基盤に，ギニア湾沿岸地域に部族社会を中心
とする古王国が栄えていた。また，東のインド洋沿岸地域では，帆船を利用したア
ラブ商人との交易により，沿岸都市も発達していた。ヨーロッパ人によるアフリカ
大陸でのサトウキビ栽培を境として，膨大な数の奴隷が南北アメリカに送り込まれ，
アフリカの伝統的社会は崩壊した。産業革命後のヨーロッパは，アフリカを熱帯で
生産される農産物と鉱山資源の供給地とし，プランテーション農業と鉱山開発，植
民地分割と支配が一方的に進められた。その結果，文化的境界を無視した人為的な
国境線が画定した。

｢アフリカの年｣といわれた1960年を境にアフリカ諸国は次々と独立し，国家建設
へ歩み出したが，食料生産より商品作物を優先したプランテーションの影響で，ギ
ニア湾沿岸地域のカカオやコーヒー，東アフリカの高原地帯でのコーヒーや茶など
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の栽培が，引き続き行われた。1980年代には，干ばつや砂漠化の拡大で深刻な飢餓
にみまわれた。脆弱なモノカルチャー経済と歴史的な部族対立から，内乱や紛争も
起こりやすい。また，人口急増にともなう水・食料不足，環境への影響，エイズや
感染症の流行など，先進国からの支援を受けながら取り組むべき課題は大きい。

そこで本単元では，｢第一次産品にたよるアフリカ諸国の人々は，どのような生
活をしているのだろうか｣という問題解決的な学習課題を通して，アフリカの地域
的特色の理解とアフリカ社会が抱える課題に気づくように単元を構成することとし
た。

(2) 生徒について
本学級の生徒は全体的に活発で明るく，男女問わず話し合い，発表できる雰囲気を持

っている。４月からグループ学習を取り入れ，分からないところがあれば教え合うとい
うことが徐々に定着しつつある。新しい物事を知ることに対する興味関心が強い。自由
な発想をさせると，多くの意見が出てくることも学級の特徴であると言える。しかし，
論理的に考えたり，根拠を持って発表するということを苦手とする生徒が多く，教え合
いができる分，個人で分からないところを自力で解決しようという姿勢がやや乏しい傾
向にある。

また，歴史学習では重要語句などが明確であるため，得意と感じている生徒が多い。
しかし，地理は対象が広く，重要語句や要点を絞りきれずに，難しさを感じる生徒が多
いようである。

【アンケートの結果から】
☆ 社会科の学習は得意な方ですか，苦手な方ですか。

どちらも得意 ５名
どちらかと言えば
地理が得意

７名

どちらかと言えば
歴史が得意

１６名 どちらも得意ではない ８名

☆ 以下のことに関して，自分はどれが当てはまりますか。

得意 少し得意 少し苦手 苦手

授業で扱った内容ついて，深く考え，
自分なりの考え・意見をもつこと。 １０名 １２名 １１名 ３名

自分で考えたことを文章に表現した
り，言葉に表したりすること。 ６名 １３名 １６名 １名

地図やグラフ，表などを読み取って何
かを考えること。 ７名 １６名 １０名 ３名

用語や国名などを覚えること。 ８名 １４名 １１名 ３名

グループ学習での話し合い・意見交換
すること。 １１名 １５名 ９名 １名

新しい知識や事がらについて知ること
社会の物事の仕組みについて理解する
こと。

好き 少し好き 少し嫌い 嫌い

１５名 １７名 ３名 １名

☆ アフリカ諸国について，以下のことに関してあなたの予想は。

鉱山資源は
とても豊か 少しは豊か 少し乏しい とても乏しい

１０名 １８名 ７名 １名

農作物は
よく取れる 少し取れる あまり取れない ほとんど取れない

３名 ８名 ２１名 ４名

一人あたりの
GNIは

全体的に高い アジアと同程度 差が激しい 全体的に低い

１名 １名 ２０名 １４名

(3) 校内研究主題との関連

本校の研究主題は｢自ら課題を持ち，互いに学び合う生徒の育成～自分の考えを持
ち，よりよく表現し合う言語活動を通して～｣である。この研究主題を受け，社会科
では｢社会事象についての理解を深め，資料を基に思考を高めるための指導法の工
夫｣を校内研究テーマとした。また，社会科における具体的な言語活動を以下のよう
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にとらえ，実践してきた。
○ 社会的事象について，地図や各種資料を基に自分の考えや意見を，根拠を

明らかにして説明したり，白地図に表現したりする活動。
○ 自分の考えを深め，集団の考えを発展させる，思考を高める話し合い活動。

(4) 指導にあたって
新学習指導要領と年間指導計画，生徒の実態を踏まえた上で，以下の２点に重点

をおいて指導することとした。
① 生徒の学習意欲や課題意識を高める指導の手立て

ア 大型テレビを用いて映像資料や写真資料を生徒に示すことで，アフリカ
の自然や人々の生活の様子や営み，姿をできる限り具体的にイメージしや
すいものとし，学習意欲や課題意識を高める。

イ 生徒の持つアフリカのイメージをもとに，アフリカのあらまし，概要を
大観させ，基礎的・基本的知識を身に付けさせた上で，単元を貫く学習課
題を設定し,問題解決的な学習を展開することで，生徒が主体的に取り組
む追究活動を行う。

② 思考力・判断力・表現力を高める指導の手立て
ア 地理的事象を多面的・多角的に考察する力を育てるために，小グループ

での話し合い活動を重視する。その際，はじめに自分の意見を持たせた上
で，小グループの話し合いを行うこととした。また，既習事項を活用しな
がら，各種資料や地図の丁寧な読み取りを行い，根拠を明らかにしながら
話し合い活動を進める。

イ 自分が考えた内容や，話し合いを踏まえて考えたこと感じたことを活字
にして表現できるように，ワークシートや自己評価表に記述する習慣をつ
ける。言葉で表現することについての指導を繰り返すことで，根拠を持っ
て意見や考えを表現すること力を高めることを目指す。

ウ 生徒にとって,貿易や資源などといった概念は身近なものとは言えない。
そこで,３年生の公民的分野の国際理解教育の教材として用いられる「貿易

ゲーム」を１年生の「世界の諸地域」の学習の導入として，９月中旬頃に実
施した。シミュレーションゲームを通して体感した内容は,各州の学習におい
て,様々な思考を促す素材となるようである。事前に行われたアジア地域の学
習（中国を事例として）では，豊富な資源とGNI，国内での所得格差を関連付
けて読み取ることができた，と多くの生徒は感想で述べている。

また,語句や概念の説明については,シミュレーションゲームでの体験に例
えて説明するようにすることとする。

５ 単元の指導計画（６時間扱い）

※ 部分は，第３時以降に提示することとする。

段
階

時 主な学習内容・学習活動
指導上の
留意点

評価

規準
主な資料 主な言語活動

把

握

す

る

１

アフリカの自然を調べよう
１ ア フリカ 州の イメ ージ

や知 って い るこ と， 既 習
内容 から ， アフ リカ に つ
い て の イ メ ー ジ を 広 げ
る。

２ ア フリカ 州の 自然 や気
候に つい て ，白 地図 に ま
とめ る作 業 を通 じて と ら
える。（自然，気候）

３ 主 な 国 の 基 本 デ ー タ
を， 日本 と 比較 しな が ら
表にまとめる。
（ 首 都 ， 人 口 ， 面 積 ，
人 口 密 度 ， GNI ， 宗 教 ，
言語など）

・生徒のイメ
ージを大切に
し，映像資料
や写真なども
活用し，固定
されがちなア
フリカのイメ
ージが広がる
ようにする。

①
⑤

・ ｱﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ﾝ ｽ 中

学資料

P.60,63

・資料1-1

（ﾜｰｸｼｰﾄ）

・資料1-2

(表)

・地図帳

P.129統計

・ ｱ ﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ﾝ ｽ 中

学地理資料

P.60

｢感受・表現｣

アフリカ州の学習主題

第一次産品に頼るアフリカ諸国の人々は，どのような生活をしているのだろうか
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追

究

す

る

２

アフリカの歴史を知ろう
１ 輝 かしい 古代 文明 の歴

史に つい て 歴史 的分 野 の
学習を振り返る。

２ ヨ ーロッ パ各 国に よる
植 民 地 支 配 に つ い て 知
る。
(1) 植 民 地と は何 か ，公
用語 につ い て疑 問を 持 た
せな がら 基 本的 な事 項 を
押さえる。
(2) ヨ ー ロッ パ列 強 がど
のよ うに ア フリ カ人 た ち
を捕 らえ た のか ，個 人 と
４人 グル ー プと で予 想 す
る。
(3) 植 民 地支 配の 名 残と
して ，現 在 の国 境線 か ら
問題点に気づく。

・アフリカの
植民地支配の
歴 史 に つ い
て，資料から
大きく捉えら
れるようにす
る。

・ギニア湾岸
の覇権争いを
巧みに利用し
た点に気づか
せる。
・言語や国境
線を取り上げ
ることで，現
在まで残る支
配の名残を感
じ取るように
する。

①
③

・ ｱﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ﾝ ｽ 中

学地理資料

P.61

・白地図

ｱﾌﾘｶ植民地

支配の図

・資料2-1

読み物資料

「ｶﾞｰﾅを知

る た め の 47

章 」 明 石 書

店

・資料2-2

(ｲﾗｽﾄ資料)

・ ｱ ﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ﾝ ｽ 中

学地理資料

P.6④

｢理解・伝達｣

３

植 民地 支配と アフ リカの 産
業の関わりを調べよう
１ ア フリカ の産 業の 特色

を資料から読み取る。
(1) 地 図 帳 の主 な 農 業 と
鉱工 業の 分 布図 や統 計 資
料か ら， 各 国の 主要 生 産
品を 読み 取 り， 白地 図 に
まとめる。

２ ア フ リ カ 社 会 の 多 く
が， いく つ かの 一次 産 品
の輸 出に た よる 経済 状 況
であ るこ と を資 料か ら 読
み取る。

３ モ ノカル チャ ー経 済の
しく みに つ いて 概要 を 知
る。

・工業製品と
農産物（第一
次産品）とを
分けて着色さ
せることでア
フリカの産業
の特色に気付
く よ う に す
る。特に，鉱
山資源や農産
物に恵まれて
いることを十
分に押さえる
ようにする。

③ ・資料3-1

(ﾜｰｸｼｰﾄ)

・ ｱ ﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ﾝ ｽ 中

学地理資料

P.62の⑥

・地図帳

P.34の③

・地図帳

P.129統計

・資料3-2

｢ ア フ リ カ

諸国 の 輸出

入の内訳｣

｢理解・伝達｣

｢解釈・説明｣
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追

究

す

る

４

モ ノ カ ル チ ャ ー 経 済 下 の
アフリカの人々の生活
～ガーナを事例として～
１ ク イズ形 式の 問答 を通

して ，学 習 事項 を確 認 す
る。
(1) カ カ オ豆 の生 産 地と
生産条件を知る。

(2) チ ョ コレ ート の 世界
的 な 消 費 量 や そ の 順 位
を 確 認 し ， 原 産 地 と 大
量 消 費 地 が 異 な る こ と
に気付く。

(3) 日 本 のカ カオ の 最大
輸 入 国 が ガ ー ナ で あ る
ことを知る。

２ ガ ーナの カカ オ栽 培の
様子を確認する。
(1) DVDでカカオ栽培の様

子 を 視 聴 し ,労 働 環 境
について知る。

(2) ガ ー ナの 土地 利 用図
か ら ,カ カ オ 農 場 の 立
地やその他鉱山資源の
分布について知る。

(3) ガ ー ナの 主な 輸 出品
と貿易相手国の表を作
成 し ,カ カ オ 栽 培 が 基
幹産業があることを確
認する。

３ 価 格変動 の影 響を 受け
やす い不 安 定な モノ カ ル
チャ ー経 済 のし くみ に 気
づく。

・具体物資料
やパワーポイ
ントを用いた
クイズ形式を
用いて，学習
課題を把握し
やすいように
する。

・映像を編集
して,ｶｶｵ栽培
の実態が理解
しやすいよう
にする。
・ ｶ ｶ ｵ の 栽 培
地域に印をつ
けるように指
示する。

・日本と比較
し て , ｶ ﾞ ｰ ﾅ の
輸出品目の特
色を言葉で表
現するように
する。

③

⑤

・ﾁｮｺﾚｰﾄ

（市販 のも の

数種類）

・資料4-1

ｶｶｵｸｲｽﾞ

・資料4-2

ﾜｰｸｼｰﾄ

・映像資料

『 甘 い ﾁｮｺ ﾚ

ｰ ﾄ 苦 い 真

実』(BBC)

・資料4-3

ｶｶｵ豆が ﾁｮｺ

ﾚ ｰ ﾄ に な っ

て届くまで

・資料4-4

ｶﾞｰﾅの土地

利用の様子

・資料4-5

ｶﾞｰﾅと日本

の輸 出 入詳

細の表

・資料4-6

ｶ ｶ ｵ 豆 の 国

際価 格 の推

移のｸﾞﾗﾌ

・資料4-7

ｳｶﾞﾝﾀﾞの ｺｰ

ﾋｰ農家 の取

り分の表

｢理解・伝達｣
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追

究

す

る

５

本

時

な ぜガ ーナの カカ オ農家 は
貧しいのだろう
１．世 界で大 量に 消費 され

るカ カオ の 生産 を担 う 農
家の収入から,カカオ農家
やガ ーナ の 経済 状況 の 苦
しさに気づく。

２．な ぜガー ナの カカ オ農
家の 経済 状 況は 苦し い の
か,これまでの学習内容や
資料 をも と に理 由を キ ー
ワードでまとめる。
① 個人でまとめる。
② 小グループで話し合っ
て意見をまとめ,画用紙に
キーワードを記入する。
③ 学級全体で確認する。

３．ガ ーナを 事例 につ かん
だモ ノカ ル チャ ー経 済 へ
の視 点を ア フリ カ全 土 に
広げて考える。

・これまでの
学習を振り返
り , 資 料 を 活
用して根拠を
明らかにする
ように助言す
る。

②
④

・資料5-1

ｶ ｶ ｵ 農 家 の

収入の目安

・資料3-2

｢ ｱ ﾌ ﾘ ｶ 諸 国

の輸 出 入内

訳｣

｢解釈・説明｣

｢討論・共同｣

深

め

る

６

アフリカ学習のまとめ
◎アフ リカの 地域 的特 色を

まとめる。
(1) 主題を設定し，白地図
にまとめ表現する。

(2) キャッチフレーズ，タ
イトルを考える。

(3) アフリカの発展のため
に自 分が で きる こと や ，
調 べ て み た い こ と な ど
を，文章で添える。

・白地図にま
とめたり，キ
ャッチフレー
ズ を 考 え た
り，自分の言
葉で表現する
ことで，学習
内容を深める
ようにする。

②
⑤

｢評価・論述｣

６ 本時の指導
(1) 題材名 ｢ なぜガーナのカカオ農家は経済的に苦しいのだろう ｣
(2) 本時のねらい

① 学習課題の追究に適切な資料を選択，または以前に使用した資料を用い，
学習課題との関連を読み取り，自分の意見を持とうとしている。

（資料活用・技能，思考・判断・表現）
② グループ学習を通して学習課題に対する自分の考え を深めようとしている。

（思考・判断・表現）
(3) 本時の提案

［提案］
１．生徒の地域認識や課題意識を高めるための工夫

大型テレビを用いて，カカオ豆の栽培の様子や，カカオ豆を栽培する村の
様子を，映像資料として生徒に示すことで，できる限り具体的なイメージを
持てるようにし，学習意欲や課題意識を高める。

２．既習事項を活用する思考場面の設定
単元を貫く学習課題を設定し,前時まで生徒がアフリカの地域的特色を考え

る際の基礎的・基本的な内容を指導した。本時は，単元全体や他地域における
既習事項や前時までに配布された資料を活用して，ガーナを事例とし，アフリ
カの地域的特色に関する思考を再構築するために，話し合い活動の時間を設定
した。
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(4) 本時の指導過程

段 階 主な学習内容・学習活動 教師のはたらきかけ 評価 資料等

つ
か
む

１ 前時で視聴したDVDを
再度視聴し，前時の学
習内容を振り返る。

２ チョコレートの年間の
売り上げや消費量の多
さと，カカオ農家の収
入の少なさとの差異か
ら，なぜガーナの主幹
産業であるカカオ農家
の収入が少ないのか，
またガーナ全体として
国民1人あたりのGNIの
低さについて考える。

○DVDを視聴することで，前
時の学習内容を振り返り,
学習課題への切実さを喚起
するようにする。

○カカオ農家の収入と,GNI,

識字率や中古商品が多い実

情などについて紹介し，日

本やその他の国と比較する

ことで，収入の少なさを具

体的にイメージさせるよう

にする。

・DVD「ｶｶｵの栽培
の様子」

・資料５－１
農家の平均収入

・ｶﾞｰﾅ識字率66％

・貧困層41％

考
え
る
・
深
め
る

３ 前時までの資料と予想
を基に，カカオ栽培に
依存しているガーナの
人々の生活の課題につ
いて考え，４人グルー
プで話し合う。

(1)自分で予想する。
(2)個人の考えをグループ

内で発表し合う。

(3)各自の意見を基にグ
ループで話し合い，そ
の理由をキーワードに
まとめ，ホワイトボー
ドを黒板に掲示する。

(4)ホワイトボードを黒
板に貼りつける。

５ 生徒の発表を基に，全
体で学習課題の解決の
確認を行う。

○根拠に基づきながら自分の
考えを言葉でまとめる場を
設定することで，生徒の課
題意識を高め,資料の読み
取りや話し合い活動への意
欲を高めるようにする。

○各種資料に基づいて考え，
根拠を明らかにして，発表
するように助言する。

○話し合いの記録はノート書
記がノートに記入するよう
に指示する。発表用の用紙
にはキーワードに記入し，
根拠は説明で補足しながら
発表するように助言する。

○机間指導をしながら,以下
の３点を主に助言する。
①原料を生産して輸出する

だけなので，カカオ農家
の利益が少ない点。

②価格の不安定な第一次産
品に頼っている点。

③価格が不安定でも，食料
品や工業製品を輸入する
ために，一次産品を輸出
せざるを得ない点。

○自分や班の考えと比較しな
がら，他の班のキーワード
を見るように助言する。

○発表のまとめを板書し，ノ
ートに記録させる。

○補足で，ガーナの輸出品目
の変化を示しモノカルチャ
ー経済から抜け出せない状
況を理解するようにする。

資料

活用

思考

判断

表現

・前時まで使用し
た資料全て

「解釈・説明」

「討論・協同」

・資料５－３
ガーナの輸出品
目(1960年と2006
年の比較)

なぜガーナのカカオ農家は貧しいのだろう
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６ 他のアフリカ諸国の輸
出入内訳を振り返り,
ガーナと類似した状況
を想起させる。

○他のアフリカ諸国の輸出内
訳を振り返らせ，他の国で
も同様の課題があることに
気づくようにする。

・資料３－２
アフリカ諸国の
輸出入内訳

ま
と
め
る

７ 自己評価票「あしあ
と」を記入し，授業
を振り返る。

○さらに学びたいことや，疑
問に思ったことなどを書く
ように指示する。

学習自己評価票
｢あしあと｣

(5) 準備物
各種資料，教科書，地図帳，アドバンス資料集，自己評価票
簡易ホワイトボード(Ａ３カードケース)，ホワイトボードマーカー・クリーナー
アフリカ州の掛地図，大型テレビ，DVD

(6) 本時の評価
評
価
規
準

評 価 規 準 に 照 ら し た 評 価

(Ａ )十分に満足できる (Ｃ )支援が必要である生徒への手だて

思
考
・
判
断
・
表
現

① モ ノ カ ル チ ャ ー 経 済 に た よ る ア フ
リ カ 社 会 の 地 域 的 特 色 と 課 題 に つ
い て ， ガ ー ナ の チ ョ コ レ ー ト を 事
例 と し て ， 各 種 資 料 に 基 づ き 考 え ,
根 拠 を 明 ら か に 述 べ よ う と し て い
る 。

② 話 し 合 い 活 動 で ， 自 分 の 意 見 を き
ち ん と 述 べ る と と も に ， よ り よ い
話 し 合 い に な る よ う ， 発 言 を し て
い る。

① ｢ど の よ う な 生 活 を し て い る か な ｣な
ど ，人 々 の 生 活 をイ メ ー ジ させ る 。

② 話 し 合 い 活 動 で は ， 間 違 い を お そ れ
る 必 要 は な い こ と や ， 良 い と 思 っ た
発 言 を メ モ す る な ど ， 自 分 の で き る
こ と を 繰 り 返 す こ と で 力 が 身 に 付 く
こ と を 助 言 す る 。 ま た ， 自 己 評 価 票
へ の記 入 か ら ， 気づ き を 見 取る 。

資
料
活
用
・
技
能

① モ ノ カ ル チ ャ ー 経 済 に た よ る ア フ
リ カ 社 会 の 地 域 的 特 色 と 課 題 に つ
い て ， ガ ー ナ の チ ョ コ レ ー ト を 事
例 と し て ， 自 分 の 力 で 各 種 資 料 を
丁 寧 に 読 み 取 り ， 適 切 に 判 断 し よ
う とし て い る 。

① 同 じ グ ル ー プ の 人 の 読 み 取 り を 聞 い
て，資料の意味を確認する。

(7) 板書計画

11/17(木) モノカルチャー経済のアフリカ

１．自分のまとめ

・

・ 箇条書きで記入する

・

２．班でのまとめ

３．クラスでのまとめ

※他の班の意見を記入する。

(8) 座席表（別紙）※当日配布

各
グ
ル
ー
プ
の
ま
と
め
を
掲
示



資料１－１ ワークシート

アフリカ州の自然環境

資料１－２ 表

アフリカ諸国の基本データ

国名 首都
人口

（万人）

面積

（万ｋｍ２）

人口密度

（人/ｋｍ２）
GNI 宗教 言語

日本 東京 ３８ 仏教・神道 日本語

エジプト

ケニア

ガーナ

ナイジェリア

コンゴ

南アフリカ

＜作業＞資料集 P.60 参照

☆赤道に赤線を引く★

① ナイル川とビクトリア湖

を水色で着色。

② サハラ砂漠の大まかな範

囲をうす茶色で着色。

③ キリマンジャロ山の位置

に▲と名称を書く。

④ コンゴ盆地の大まかな範

囲を緑色で着色。

⑤ ギニア湾とアトラス山脈

の位置に名称を書く。



資料３－１ ワークシート

ｱﾌﾘｶ州の産業（農業・資源）

ﾓﾛｯｺ

ｱﾙｼﾞｪﾘｱ ﾘﾋﾞｱ ｴｼﾞﾌﾟﾄ

ﾓｰﾘﾀﾆｱ

ｽｰﾀﾞﾝ

中央ｱﾌﾘｶ

ｺﾝｺﾞ民主共和国 ｹﾆｱ

ｱﾝｺﾞﾗ

ｻﾞﾝﾋﾞｱ

ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ

ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ

■
■
▲

凡 例

コーヒー豆

なつめやし

カカオ

ブドウ

綿花

魚介類

ダイヤモンド

金

原油

■ 石炭

▲ 鉄鉱石

● 銅

西アジアや北アフリカの

（ 帯）のオアシスで栽培される

（ ）湾の国々では

（ ）の栽培が盛ん


